
守谷市建設工事条件付一般競争入札実施要綱新旧対照表 

改  正 現  行 

（入札参加資格） （入札参加資格） 

第３条 一般競争入札に参加できる者（以下「入札参加

資格者」という。）は，建設業法（昭和２４年法律第

１００号）第３条の規定により許可を受けた建設業許

可業者で，かつ，同法第２７条の２３の規定による経

営事項審査を受け，本市の登録者名簿に登録された者

であって，次に掲げる要件の全てを備えているものと

する。 

第３条 一般競争入札に参加できる者（以下「入札参加

資格者」という。）は，建設業法（昭和２４年法律第

１００号）第３条の規定により許可を受けた建設業許

可業者で，かつ，同法第２７条の２３の規定による経

営事項審査を受け，本市の登録者名簿に登録された者

であって，次に掲げる要件の全てを備えているものと

する。 

（１）から（５）まで （略） （１）から（５）まで （略） 

（６）暴力団員等（暴力団員（暴力団員による不当な行

為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同

じ。）及び暴力団員でなくなった日から５年を経過し

ない者をいう。）でないこと。 

（６）暴力団員等（暴力団員（暴力団員による不当な行

為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第６号に規定する暴力団を  いう。以下同

じ。）及び暴力団員でなくなった日から５年を経過し

ない者をいう。）でないこと。 

２ （略） ２ （略） 

３ １件の請負金額が３，５００万円以上の建設工事（建

築一式工事の場合は７，０００万円以上）については，

建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第２７

条に基づき，専任の主任技術者又は監理技術者を置く

ものとするが，請負金額が３，５００万円（建築一式

工事の場合は７，０００万円）に満たないときにおけ

る１人の主任技術者又は監理技術者が受け持つことが

３ １件の請負金額が２，５００万円以上の建設工事（建

築一式工事の場合は５，０００万円以上）については，

建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第２７

条に基づき，専任の主任技術者又は監理技術者を置く

ものとするが，請負金額が２，５００万円（建築一式

工事の場合は５，０００万円）に満たないときにおけ

る１人の主任技術者又は監理技術者が受け持つことが



できる工事件数は，次の各号のとおりとする。 できる工事件数は，次の各号のとおりとする。 

（１）１件の請負金額が９００万円（建築一式工事の場

合は１，８００万円）未満の工事については４件ま

でとする。 

（１）１件の請負金額が７００万円（建築一式工事の場

合は１，４００万円）未満の工事については４件ま

でとする。 

（２）１件の請負金額が９００万円（建築一式工事の場

合は１，８００万円）以上３，５００万円（建築一

式工事の場合は７，０００万円）未満の工事につい

ては２件までとする。 

（２）１件の請負金額が７００万円（建築一式工事の場

合は１，４００万円）を超え２，５００万円（建築

一式工事の場合は５，０００万円）未満の工事につ

いては２件までとする。 

（３）前号の請負金額の合計額は６，０００万円（建築

一式工事の場合は１億２，０００万円）を超えるこ

とはできない。ただし，建築一式工事と他の工事に

同時に従事する場合は，建築一式工事の請負金額の

２分の１とその他の工事の請負金額の合計額が６，

０００万円を超えることができない。 

（３）前号の請負金額の合計額は４，０００万円（建築

一式工事の場合は８，０００万円    ）を超えるこ

とはできない。ただし，建築一式工事と他の工事に

同時に従事する場合は，建築一式工事の請負金額の

２分の１とその他の工事の請負金額の合計額が４，

０００万円を超えることができない。 

４及び５ （略） ４及び５ （略） 

 


